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LM1881から LMH1980への 
設計移行

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

はじめに
LMH1980は、シンク・セパレータ LM1881の後継デバイス
で、HD 互換を必要とするコンシューマ・ビデオ・アプリ
ケーション、セキュリティやビデオ監視アプリケーション、
それに産業用ビデオ・アプリケーションを対象とした SD/
HD/PC ビデオ・シンク・セパレータです。本アプリケー
ション・ノートでは、LM1881と比べた LMH1980のメリッ
トと、LM1881を使った従来の回路を LMH1980で置き換え
る場合の設計課題などについて説明します。なお、タイミ
ング・ジッタがシステム上のクリティカルなパラメータと
なるような放送ビデオおよびプロ用ビデオ・システムには、
優れたジッタ性能を実現しつつ SDおよび HDアナログ・ビ
デオ・スタンダードをサポートしたもう 1 つのシンク・セ
パレータ LMH1981をご検討ください。

LMH1980の特長
LMH1980はLM1881に比べて以下のような数々の特長を備
えています。

• 3.3Vでも動作する電源電圧範囲

• － 40℃から＋ 85℃の広い動作温度範囲に対応

• 固定抵抗バイアス方式による入力ビデオ・フォーマット
の自動検出

• HD 3値シンク・セパレーションをサポート

• HSync出力および HD検出フラグ出力

• 小型パッケージ

動作条件の拡張
LM1881 は 5V ～ 12V の範囲の電源電圧を必要としました
が、LMH1980 は最低 3.3V の電源電圧で動作します。その
ため、3.3V ～ 5V の電源電圧で動作するアプリケーション
に使用できます。また、動作温度範囲が拡張されたことで、
－40℃までの低温下で信頼性を必要とするアプリケーショ
ンにも対応します。

ビデオの自動検出および対応フォーマット
LMH1980は 2値シンクまたは 3値シンクのいずれのアナロ
グ・ビデオ入力にも対応し、ビデオ・フォーマットを自動
的に検出します。その結果、LM1881でライン・レートに応
じて値の設定が必要だった外部設定抵抗 RSETは、LMH1980
では必要ありません。LMH1980は物理的介在あるいは電気
的介在なしに内部動作を入力ライン・レートに適合させる
内部バイアス方式を採用しています。その維持のために
10kΩ誤差 1％の外付け抵抗のみ必要です。一般にビデオの
1 フィールド分あるいは 2 フィールド分の十分なスタート
アップ時間を満たせば正確な出力が得られます。

LMH1980は、次のビデオ・スタンダードに規定されるとお
り、CVBS、Y/C、YPBPRから得た Y (luma)、GBR/RGsBか 
ら得た G (シンク・オン・グリーン )の各アナログ信号に対 
して、シンク・セパレーションをサポートします。

• コンポジットビデオ (CVBS)および Sビデオ (Y/C)

－ SMPTE 170M (NTSC)、ITU-R BT.470 (PAL)

• コンポーネント・ビデオ (YPBPR/GBR)

－ SDTV: SMPTE 125M、SMPTE 267M、ITU-R BT.601    
(480I、576I)

－ EDTV: ITU-R BT.1358 (480P、576P)

－ HDTV: SMPTE 296M (720P) 、SMPTE 274M (1080I/P) 、       
SMPTE RP 211 (1080PsF)

• PCグラフィックス (RGsB)
－ VESA Monitor Timing Standards and Guidelines Version      

1.0, Revision 0.8

• 非スタンダード・ビデオ

－ コンポジット NTSC & PAL (またはコンポーネント   
480I & 576I)、垂直切り込みパルスおよびイコライ  
ゼーション・パルスなし

新たに追加された出力ピン
LM1881にはなかった垂直同期信号 (HSync)を LMH1980は
正しく出力します。HSync 信号は、LM1881 のコンポジッ
ト同期信号とは違って、その垂直インターバル内で 2 倍の
周波数の切り込みパルスを管理するといった複雑なことを
せずに、ラインにロックした同期クロックを生成する目的
で任意の PLL に直接与えても構いません (PLL コースト・ 
モード )。

また、LMH1980 には 3 値の有効な HDビデオ入力を検出し
た場合に、Lowを出力する HD検出フラグ出力が追加されて
います。通常は Highを出力します。この機能は、HDビデオ
信号が与えられたときに外部のクロマ・ローパス・フィルタ
をディスエーブルしなければならない、複数フォーマットを
サポートするアプリケーションで有用です。クロマ・フィル
タをディスエーブルしないと HD 3値シンク・パルスが歪ん 
で、出力伝搬遅延とジッタが増大する可能性があります。外
部切り替え式のクロマ・フィルタの実装方法は、LMH1980
のデータシートに図示および説明しています。

パッケージと PCBに関する設計上の 
注意事項
LMH1980はPCB上の占有面積が少なくて済む10ピンMSOP
で供給されます。LMH1980はパッケージの小型化と出力ピ
ンを追加しているため、LM1881 とはピン互換ではありま
せん。若干ですが、回路図と PCBレイアウトを変更する必
要があります。比較のために LM1881 と LMH1980 の代表
的なアプリケーション回路例を Figure 1 と Figure 2 にそれ  
ぞれ示します。

LM1881 の回路図では記載を省略していますが、LMH1980
の回路図には、推奨の電源バイパス・コンデンサ、クロマ
(RC ローパス ) フィルタ部品、出力保護抵抗を併せて示し
ます。

部品配置とトレース・ルーティングの詳細は、LMH1980
データシートの「PCBレイアウトの考慮事項」セクション
およびアプリケーション・ノート AN-1618を参照してくだ
さい。
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FIGURE 1.   LM1881 Typical Application Circuit with RSET = 680kΩ for Composite Video

FIGURE 2.   LMH1980 Typical Application Circuit with Switch-Controlled Chroma Filter
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2008 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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